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トピックス 4　電化促進における震災時安全対策
　高齢化社会が進み、省エネ電化機器が普及していく中で、震災発生・停電復旧時の電気器具安全対

































　2008 年 10 月 8 日、東京電力（株）と、無線システ
ムメーカーであるアドソル日進（株）は、地震発生時
に自動的に電気器具への通電を止める電源遮断シス
テムを共同で開発したと発表した 3）。
　今回開発されたシステムは、震度 5 強程度の揺
れを感知すると、電源から電気器具への通電を自動
的に遮断するもので、価格も廉価であり、普及しや
すいと考えられる。通電再開には、子機の利用開始
スイッチを入れる必要があることから、停電復旧時
の二次的火災発生も防止できる。具体的には、揺れ
を感知すると停止信号を無線で発信し、内蔵照明を
点灯する親機と、無線信号を受信して、ブザー音と
ともにコンセントからの通電を遮断する子機から成
る。地震発生時や停電復旧時に火災発生のリスクを
伴う電気器具、例えば、電気ストーブやヒータ類、
アイロンなどを、子機を経由してコンセントに差し
込めばよく、特別な工事などは不要である。また、
遮断対象は、子機を差し込んだコンセントからの通
電のみで、震災時でも必要な機器の使用に支障をき
たすことはない（図表）。
　この安全対策技術を普及させるために、特に高齢
者世帯などへの助成措置、さらに将来的には、火災
発生リスクのある電気器具本体への子機機能の内
蔵、緊急地震速報との連携といった施策の検討が必
要である。
親機
（感震センサー）
地震を感知して子機に電源遮断を通知し、
音声とランプでお知らせします。
子機
（電源遮断装置）
子機
（電源遮断装置）
親機から電源遮断の通知を受信すると
コンセントの電源を遮断し、ブザー音
とランプでお知らせします。
